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１ 分科会のねらい

　日本における女子高等教育は、戦後の新制大学設立以降、

大きな発展を遂げてきた。なかでも女子大学は、全学生が女

性という特長を活かして教育方針を徹底し、人権意識や教養

教育、キャリア意識を重視した実践例など、見るべき到達点

が並ぶ。

　しかし、海外の女子教育に関する研究実積とは異なり、国

内ではそれらの研究実績・教育成果がいまだ分散した状況

となっている。

　本分科会のねらいは第１に、日本の女子高等教育の歴史、

いわゆる良妻賢母型教育から現代の男女共同参画時代にお

ける女性リーダーシップ育成へとシフトしてきた経緯をクロ

ーズアップすること、第2に日本における現在の女子高等教

育戦略例を紹介すること、第3に、アメリカでの女子高等教育

の先進例を通して、日本との比較の中で広く問題提起を行う

こと、第4に、時代と共に進化する女子高等教育のあり方が共

学大学の教育にも肯定的影響をもたらし得る可能性を探る

ことにあった。

　本分科会の午前の部は4名の報告者による報告を拝聴し、

午後の部では報告者および参加者間で活発に意見交換を行

い、新たなＦＤ分野を切り拓く手段を模索した。

２ 報告の概要

　午前の部では、最初に、コーディネーターから分科会の趣

旨・講師の紹介・プログラムの進行についての説明があり、

４名の報告者の発表が行われた。

　まず野口哲子氏は「国立大学法人奈良女子大学における

女子高等教育戦略」と題して、①奈良女子大学の概要、②「

男女共同参画社会をリードする人材の育成」をはじめとした

基本理念、③少人数教育・4年一貫のキャリア教育の促進・

ジェンダー教育等を特徴とする学士課程教育、④大学院院

生・修了生への支援制度と支援態勢、⑤文部科学省「科学技

術振興調整費」を活用した女性研究者支援事業の推進、⑥

高大連携事業、⑦平成22年度におけるFD推進室の活動方

針、⑧今後の課題と展望について論じた。

　２人目の報告者の高橋享子氏は「女子大学から発信する

女子高等教育―武庫川女子大学における女子高等教育―」

と題し、①武庫川女子大学の概要、②教育目標、③特長ある

教育展開としての担任制度・初期演習・宿泊研修・情報教育

・出席制度・特別学期・国際教育・キャリア支援プログラム・

他大学との連携プロジェクト・中高大連携教育、④FD活動と

女子大学から発信する女子高等教育戦略
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課題等の説明がなされた。

　高橋氏は「女子大学だからできること」として①女性を伸

ばす学びの場、②女性をエンパワーする、③女性に前進して

いける力を与える、④女性の力を信じているといったメッセ

ージを送り続ける、を挙げた。

加えて高橋氏は「女子教育の今後の課題」として「男女共同

参画時代における国際的視野を持った幅広い教養」をあげ、

特に①時代に対応した自律力、②継続したキャリア志向、③

強いリーダーシップ性、④語学力の習得、⑤「出産」「育児」に

対するサポートシステムの重要性を説いた。

　3人目の報告者である三宅えり子氏は「女子高等教育戦

略に向けて～共学大学・女子大学における女子教育力の試

行的比較調査より～」と題し、女子大学と共学大学における

日本語語彙力、自己効力感、リーダーシップ育成度などの比

較研究の調査結果を報告し、女子学生の能力を最大限伸ば

す教育方法を持続的に開発し実践することが女子大学の責

務であり、なかでもキャリア教育とリーダーシップ教育の開

発と充実が教育効果をあげる鍵をにぎると論じた。

　加えて三宅氏は、「教育効果をあげているアメリカの女子

大学に学ぶ7カ条」として、①大学の使命を表す教育理念を

教職員が熟知していて毎日実践している、②女子学生の能

力と可能性を信頼し、そのことを言動によって女子学生にも

伝えている、③能力開発のための様々な支援を学内におい

て提供している、④役割モデルとしての教職員が各職階に

おいて男女バランスよく配属されている、⑤各学生が主役に

なることができ、意欲的な学生が多く学内に存在する、⑥授

業と課外活動においてリーダーシップ発揮の機会を多く提

供している、⑦学生の意識喚起のためにジェンダー問題や

人権問題に関する授業をカリキュラムに組み込んでいる（

Tidball et al., 1999）ことを紹介した。 

　最後に4人目の報告者、大学行政管理学会「女子大学研

究会」リーダーの私市佐代美氏は、「女子高等教育の可能性

」と題し、まず「女子大学研究会」の設立趣旨及び活動概要

を紹介し、①日本における女子大学の発展経緯、②日本女性

の現状、③アメリカにおける女子大学の経験から、④女子高

等教育の可能性(考察）について発表した。

　私市氏は、少子高齢化社会の中で女性への期待が高まり、

男女共同参画社会の実現が急務となっており、いずれの国

においても当初教育が男性のためのものであったこと、アメ

リカにおける女性学が既存の学問の見直しを促したことな

どを紹介し、今後、女子大学が女性の特性や能力を活かした

女性リーダーシップ育成のカリキュラム開発に関する実績を

重ねることで、共学大学の女子学生や男子学生のカリキュラ

ムの新しい可能性を示唆できるのではないかと語った。

３　報告に対する質疑及び全体討議の内容

第7分科会参加者から多くの貴重な質問が提出され、午後の

部で2時間半にわたり、4名の報告者はそれらに丁寧に回答

した。フロアから多くの活発な意見も出た。紙面制限のため、

ここではその中のいくつかの質疑と報告者による各質問へ

の回答の要約を記しておくと同時に、フロアからのいくつか

のコメントも挙げておく。

質問１）

回答：
　・

質問2）
　

回答：
　・

　・

　・

質問3）
　　

回答：
　・

女性であることの特性や励ましは、どのような機会に

学生に発信しているのか教えて欲しい。

主に講義を通して学生に伝えている。特に初期演習・

学長講話・オリエンテーション・キャリアガイダンスな

どで励ましをしている。（野口氏・高橋氏）

「女子大学は女性をエンパワーできる環境整備ができ

る」とのことであったが、その取組例を教えて欲しい。

学科により異なるがなるべく学外のコンテストや町づ

くりに参加するよう勧めている。その結果、賞をとって

くると褒める。（高橋氏）

アメリカのウェルズリー大学では授業中に学生達に議

論させ、自分の意見をしっかり言えるようにさせ、自信

を持たせる。学生の自治による寮生活を送る。キャリア

サポートセンターでは学生を卒業後も一生涯サポー

トする。キャンパス内で学生をTAとして活用している。

（三宅氏）

女子大学生の①リーダーシップ養成と②自己効力感

向上のためのカリキュラムをどう工夫するのか教えて

欲しい。

①リーダーシップ養成として、例えばアメリカのある女

子大学では、例えば「コミットメント」のような抽象的概

念を１つ、1年間のテーマとして学年の始めに選択さ
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　・

　・

質問4）

回答：
　・

　・

　・

　
　・

　・

フロア意見１：

フロア意見2：

フロア意見3：

フロア意見4：

フロア意見5：

フロア意見6：

４　論考（分科会の到達点と今後の課題について）

　今回初めて女子高等教育をテーマとした分科会を開催し

た。参加者のほとんどが女子大学・女子短期大学の教職員

であったためもあり、今後我々はどうすべきかについて、午

後の部でのディスカッションは熱気を帯びたものになった。

　男女共同参画を目指す今、女性のみの教育環境の意義

が問われている。それぞれの女子大学・女子短期大学で戦

略を練り、FDのあり方を考え、日々努力をしているなか、今

回このように報告者を中心とした話し合いの場を持つこと

ができたことは非常に有意義であった。

　課題はまだ山積みに残っている。できれは今後も女子高

等教育戦略をテーマとしたFDフォーラム・分科会を続けて

いきたいと願っている。

　　　（分析：第7分科会コーディネーター　桐野由美子）

せ、自分の学んだことを、そのテーマと結び付けて考

えさせることを行っている。（三宅氏）

②自己効力感を向上させるのに有効な授業方法とし

て、グループ分けし、各グループにプロジェクト課題を

与え、各グループで話し合い、考えながらプロジェクト

をつくりあげ完成させる方法がある（三宅氏）。

女性のリーダーシップの場合、男性のように率先して「

リードしていく」というのではなく、「調整能力が高いリ

ーダーシップ」のイメージがある。女性が得意とする

調整能力でリーダーシップを発揮し、社会を変えてい

くことができるのではないか。このようなリーダーシッ

プを育成できるカリキュラム開発の取組を期待してい

る。（私市氏）

現在女性に求められているキャリアが概して保育・教

育・家政等に限られている現実を今後どのようにした

らよいと思うか。

チャンスがあれば女子大生は違う分野にも進むので

はないか。（野口氏）

それには歴史的関係があると思う。我々はアンケート

調査の結果、強い要望があったので建築学科を開設

した。（高橋氏）

これは「男女間職業分離」に関連した良い質問である。

キャリア教育の一環として日本の産業構造を女子大

生に教える際に、ジェンダー格差構造もふまえて教え

る必要がある。まず高校の時点で教師がジェンダー・

バイアスにとらわれずに「その生徒の適性」に応じた

進路指導をするべきである。（三宅氏）

産業構造に問題があり、平均して女性の賃金が安い

ことも事実である。非常に根深い課題で、色々なこと

が変わらないと成果がでないか。（私市氏）

日本ではまだ「女性のリーダーシップ養成」の段階に

きていないと思う。まだまだ「エリート教育」になりが

ちであるのが現状である。

「女性のリーダーシップ」というより、「女性としての生き

方をどう学生に伝えていくか」が大事だと思う。女性で

あることのなかに自分の生き方をどのようにして見つ

けていくかについて、特に女子大学では話がしやすい。

その中で女子大生に自活してほしい。女性であること

の意義を伝えていきたいと思う。

女子大学の全教職員が男女共同参画基本をよく理解

し、全教職員が大学の教育理念を共有し実行しなけ

ればならない。

リーダーシップとは、集団の1人1人に信頼される力だ

と思う。

「女子大学の女子大生になると、こんなにおもしろいよ。

こんな良いことがあるよ」と見せるものがあり、それを

うまく伝えることができないと、存続は難しいと思った。

今、「女子力」「女子会」などのパワーが出てきている

ので、「リーダーシップ」の代わりに、「女子力」に訴え

て、「力のある女子を集める」ことが「女子大学のパワ

ーアップ」になるのではと思う。
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